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研究成果の概要（和文）：本研究では主に、愛知県下旧東海道沿いにおける歴史的町並みに着目

し、これらを「名古屋市町並み保存地区」、「二川地区」、「その他の地区」と分類した上で、各

地区における歴史的町並みの保全実態と観光利用に関する実地調査を行った。これにより、関

係行政機関が歴史的町並みの維持・保全に対して何らかの関連を持つ地域では、当該歴史的町

並みの観光利用の実施、あるいは計画が行われる一方、関連を持たない地域では、積極的な観

光利用が行われていない事が明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：This study is mainly focused on the historical townscape along the 
old Tokaido in Aichi Prefecture. The research area are classified as "Conservation district 
of Nagoya-City ", "Futagawa", and "other districts". Fieldwork as a research method was 
carried out to clarify the current situation of the historical townscape conservation and 
the tourism situation in each district. While in the district that the local government 
has associated with the maintenance and preservation for the historic town, the tourism 
use of the historic townscape has been carried out, in the district that the local 
government have no connection with those, the tourism use has not been well carried out. 
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１．研究開始当初の背景 

 従前における観光開発の側面から見れば、

有形文化である伝統的民家のみを観光資源と

して活用し、これによる経済活動を行う事が

一義的目的であった。したがって、こうした

有形文化が比較的良好に維持・保全されてい

る事例においても、当該民家が本来の「民家」

としての目的に対して使用されている事例は

全体から見ればむしろ少なく、多くの場合に

おいて地域外部から流入した観光産業関連の

従事者(以下、本書面において「流入人口」) に

より、土産物の販売や飲食店といった観光産
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業店舗として使用される傾向にあると言って

良い。しかしこうした流入人口による店舗経

営は、一定の経済活動を終えた後には撤退す

る事を前提とすべきであり、したがって流入

人口の撤退後は、当該伝統的民家が空き家と

化す可能性が否めず、以降の別事業者による

不適切な改築・改修、更には建て替えの実施

といったネガティブ・サイクルを引き起こす

要因ともなっている。以上から、町並みや伝

統的民家といった有形文化に偏重する事の無

い、住民の生活文化をも包括的に捕らえた上

でのリビングヘリテージを、観光資源として

活用して行く為の考察が必要となる。 

 次に文化遺産保護の側面から見れば、2003 

年に採択された UNESCO の「無形文化遺産の

保護に関する条約」から派生したリビングヘ

リテージの保護に関する動きが主要な流れと

なりつつある。一方で、こうしたリビングヘ

リテージの保護は、当該地域の住民生活と密

接な関連を持つ事から、住民の利害関係やグ

ローバル化された今日的な生活上のニーズに

関連した課題を抱えており、住民が当該伝統

的民家における従前からの生活を維持する事

に伴うメリットについて、これを明確に打ち

出すには至っていない。こうした事から、リ

ビングヘリテージの保全と、これを利用した

観光産業の振興による住民への経済的・社会

的メリットに対する 2 側面のニーズを結びつ

ける為の方策構築が、喫緊に対応すべき課題

として挙げられる。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、人の居住する地域における文化

遺産としての伝統的民家や、そこに見られる

特有の住民生活に着目し、こうした地域住民

の生活と、これによって培われた有形無形を

問わない包括的文化遺産、すなわち「リビン 

グ・ヘリテージ(living heritage)」を維持・

保全しながらも、地域住民自らが自律的に、

これを観光資源として持続的に活用し、社会

的あるいは経済的活動を行う為のシステム構

築とその実践に向けて、有用な知見を社会に

対して提供する事を目的とする。 

 本研究では特に、愛知県内における旧東海

道沿いの歴史的市街地を対象とし、当地にお

ける『伝統的民家とそこにおける住民生活(以

下、本書面において「リビングヘリテージ」)』 

の維持・保全を行う為の方策構築について、

観光開発と関連付けながら有用な知見を導こ

うとするものである。 

 以上から、研究目的に対する基礎的知見と
して、観光資源と成り得る各地域における歴
史的町並み、並びに各伝統的民家の現状に対

して、（４．研究成果）に示した各項目につ
いて明らかにした。 

 

３．研究の方法 

 研究方法は、現地において実施する歴史的
町並みに対するデザインサーベイ、各伝統的
民家に対する実測調査、並びに、住民・関連
行政機双方に対するヒアリングを通し、徹底
した実地調査の基に行った。以下、主要成果
の概要を記す。 
 
４．研究成果 
(1) 1980年に公表された歴史的環境研究会作
成の有松町地区町並みの連続立面図と、筆者
らによる 2009 年 8 月の現地調査において作
成した連続立面図の比較を行うことから、当
該建て替え実態を明らかにした。 
 

有松・旧東海道沿いにおける建造物の数 
 

1980 年から 2009 年までの存続建造物の数 
 
（2）1954年発行の財団法人住宅研究所「有松
町民家調査」で調査された当該地区街道沿い
の建築物全36軒のうち、2009年8月現在で現存
している建築物は18軒であり、半数が残って
いた。本研究では、現存する建築物に対して
分析を行い、18軒のうち調査が可能であった
北側7軒、南側7軒の計14軒について平面変化
の分析を行った。 
 

現存する建築物の平面変化 
 

北側 南側 合計

1980年 56 63 119

2009年 47 53 100

建造物数
調査年

北側 南側 合計

1980年建造物数 56(100%) 63(100%) 119(100%)

2009年
残存建造物数

31(55%) 37(58%) 68（57%)



 

 

 平面変化がみられた建築物が12軒、変化が
みられず1954年時のままの状態が2軒あった。
平面変化がみられた建築物に共通した特徴と
して、土間を板張りに改修し、水回りを改修
または増築している。また、街路沿いに面し
た前面を店舗化していた。 
 
（3）二川地区における実測調査により 2010
年 8月現在の配置図並びに平面図を作成した。
これを基にヒアリング調査を行い、平面並び
に住まい方の変容を明らかにした。ヒアリン
グ項目は、敷地形状の変更並びに増改築の有
無とその年代、家系、居住者の構成、部屋の
使い方である。調査対象は、街道に面して戦
前に建築された家屋を有する民家の内、調査
が可能であった 12 件である。 
 平面変容に関しては、水廻りの改修が全事
例で確認され、主に昭和 40 年代、50 年代に
行われていた。また、母屋裏への新築が 6 事
例、母屋裏への増築が 4 事例、分筆・合筆に
よる敷地形状の変更が 6事例において見られ
た。住まい方に関しては、生活空間が母屋か
ら母屋裏へ移動したものが 7事例確認された。
また、敷地裏側に道が新設され、敷地へのア
クセスが増加したものは 9事例あり、母屋裏
へ新築をした事例では全て、裏側からのアク
セスが増加したものであった。 

平面と住まい方の変容 
 
（4）二川町の 3 地区、すなわち中町・新橋
町・東町を対象とし、「地割」と「家業」に
着目して町並みの変遷を以下の資料を基に
地籍図の復元を行う。以上から 1884 年（明
治 17 年）の「二川宿地籍全図」と 2009 年（平
成 21 年）の地籍図をもとに、地籍図の地番
毎に、土地台帳から、分合筆・地目・街道沿
いの宅地所有者とそれらの登記月日を閲覧
し、地籍図との照合を行った。これにより、
明治 33 年、大正 9 年、昭和 15 年、同 35 年、
同 55 年、平成 7 年の各年代における地籍図
を作成し、明治から現在に至る地割と土地利
用の変遷を明らかにした。 
 3 つの町における街道沿いの間口総数は、
明治 17 年時は街道北側に 91 筆、南側に 96
筆の計 185 筆であった。平成 21 年時は、街
道北側に 74 筆、南側に 87 筆の計 161 筆であ

り、24 筆が減少しているが、全体の 7 割は間
口が保全されている。 
 続いて、宿駅制廃止以降の街道沿いの宅地
間口を縦軸にとり、所有者並びに家業を横軸
にとった図 3を作成し、間口並びに家業の変
遷を把握した。家業に関して明らかになった
点として、以下の事柄があげられる。 
・旅籠・旅館業は大半が大正までに消滅して
おり、昭和戦前までに完全に姿を消した。 
・当地区の主産業であった醸造業や製糸業は
明治後期から、間口を拡大して操業をはじめ
た。これらはヒアリングによると、何れも従
業員が 5–15 名程度の中小規模で行なってい
た。 
・商業については昭和 30 年代にピークを迎
える。これらは、日用品を扱う店だけでなく、
蚕の為の飼料屋や女工が通った美容院など
が多く、製糸業に関連したものを営んでる例
も見受けられた。近年商業は衰退し、専用住
居が増加している。また、空き家、空き地、
駐車場が増加している。 
 
（5）名古屋市緑区に位置する有松地区は
1984 年に「名古屋市町並み保存要綱(以下、
「要綱」)」に基づく「名古屋市有松町並み
保存地区(以下、「有松地区」)」に指定され、
現在まで歴史的町並みの維持・保全を行って
いる。ここでは、有松地区を対象に、要綱実
施以前と 2011 年時における修理・修景基準
に対する建造物の適合状況を、伝統的建造物
主屋に適用される修理基準 A、その他の建造
物に適用される修景基準 Aを対象とし、①各
基準に定められた項目の適合状況の変化、②
各建造物における適合率の変化の 2点を明ら
かにした。要綱実施前後で改善された項目を
「改善」、適合していたものが不適合となっ
た項目を「低下」、改善が見られなかった、
若しくは 1975 年時に判定不可で 2011 年時に
不適合の項目を「未改善」とした。「伝統的
建造物」に関して、助成金活用事例では、妻
側壁面をトタン貼り等から下見板貼りとす
る改修が 8軒と最も多く見られ、次いで窓や
出入口に格子を設けたもの、パラペット状看
板の撤去が多く見られた。出入口に関して本
分析では、住宅は原則木製格子戸とすると判
断したが、金属製の格子戸が多く見られたた
め、低下と未改善で計 7 軒となった。また、
自己負担のみによる事例では改善した項目
は確認されなかった。「その他の建造物」に
関して助成金活用事例では、従前には庇や格
子がなかったものに対して建替え等により
庇や格子を設ける事例が多く見られた。一方
で格子を用いないものも窓、出入口でそれぞ
れ 6 軒、5 軒ずつ見られる。格子不採用の主
な要因は、店舗等において格子のないガラス
戸等を採用した事例が見られる。自己負担の
みによるものでも、窓や出入口への格子の設

水廻り
母屋裏へ
の新築

母屋裏へ
の増築 分筆合筆

生活空間の
移動

アクセス
変化

部屋の使用
率の低下

有無 有無 有無 有無 有無 有無 有無

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ○ ○

12 ○ ○

事例

平面変容 　住まい方の変容



 

 

置や庇の設置等の改善が見られる一方で、街
道沿いから後退して建築する事例が 8軒、次
いで、切妻平入から他の屋根形状への変更が
6 軒、庇がないものへの建替えが 4 軒で見ら
れた。 

伝統的建造物(修理基準 A)適合状況の変化 
 

その他の建造物(修景基準 A)適合状況の変化 
 
（6）現在愛知県には、「名古屋市歴史まちづ
くり戦略」や、名古屋市における４地区（有
松、白壁・主税・橦木、四間道、中小田井）
を対象とする「名古屋市町並み保存要綱」、豊
橋市二川地区を対象とする「二川宿景観形成
地区整備計画」等、まちの歴史性を活かした
まちづくりや観光振興の実現を目的とする行
政施策が存在する。また近年では、「まちある
き」と呼ばれる、まちを散策しながら景観や
町並みを見て楽しむ観光スタイルが注目され
ている。以上から、本研究では今後の各地域
におけるまちづくりや観光振興に向けて、そ
の構成要素や観光資源に成り得る対象を旧東
海道沿いの歴史的諸要素に求めようとするも
のであり、当該目的に対する基礎調査として、
こうした諸要素の分布実態に対する悉皆調査
を行うものである。 
尚、本研究における調査対象は下記の３点

である。 
① 各宿場町と有松地区に残る歴史的建造物
の分布実態 

② 常夜灯、一里塚の分布実態 
③ 街道沿いの松並木の分布実態 
 
①全地区での調査棟数は 2151 棟であり、そ
の内歴史的建造物は 71 棟であった。各地区
における歴史的建造物数の割合を算出した。
これによると、有松地区が 27.93％と最も多
く、次いで 6.02％の二川地区が多い結果とな
った。 
②愛知県内の常夜灯の分布実態は、岡崎市、
豊川市に多くみられた。次に、一里塚の分布
実態は愛知県西部に多く、跡は全体的に整備
されている。 
③松並木の調査対象本数は 440 本であり、そ
のうち補植でないと推測されるものは 55 本
であった。 
 以上に述べた歴史的諸要素の保護施策に
ついて、各行政機関に対してヒアリング調査
を行った。ヒアリング対象は、名古屋市、知
立市、岡崎市、豊川市、豊橋市の各担当部署
である。調査事項は、歴史的諸要素を活用し
た観光施策及びまちづくり・松並木の保全・
一里塚の管理の 4点に対する施策の有無であ
る。尚、観光施策を実施しているのは名古屋
市のみであった。歴史的建造物の残存率が高
い有松・二川地区ではまちづくり施策があり、
一里塚や松並木の残る地区ではその保全が
行われている。 
 
 以上から本研究の全体を通して、研究対象
とした各地域において観光資源に成り得る
可能性があると考えられる、伝統的建造物、
歴史的町並み、歴史的景観等について、その
現状を明らかにした。これらの歴史的資源を
維持・保全、並びに有効利用をして行く上で、
関連行政機関の保護施策、並びに、適切な観
光利用計画等の整備が早急に望まれる一方、
住民を主体とする地域社会自らが、自律的に
こうした計画に参画できるシステムの構築
が重要である。しかしながら、現状において、
当該システムの構築は十分とは言えず、また、
歴史的資源は日を追って減少している傾向
が認められる。 
 したがって、本研究における成果を適切に
利用した上で、地域社会自らによる自律的な
観光開発のシステム作りに対する実践を行
う必要があると考えられる。これは例えば、
地域コミュニティーの再生を目的とした、各
地域におけるワークショップの開催等が挙
げられ、これらの実施に基づく、歴史的資源
の観光利用に対する意識付けに要点がある
と考えられる。 
 以上から、本研究では、主に有形の歴史的
資源を研究対象としたのに対して、今後にお
ける関連研究では、各地域の社会システムと
いった無形の対象、すなわち地域における生
活様態や住民意識といった要素に注視し、自

塗籠造り 塗籠造り以外 改善 低下 未改善 改善 低下 未改善

木造塗籠造り 木造真壁造り

中2階建 2階、中2階又は平屋（原型の階数）

形式 切妻平入り 切妻平入り、原型によっては入母屋妻入りを含む

材料

軒裏 塗籠 野地板・垂木あらわし

材料 2
庇裏 2
壁 塗籠 ・真壁 1 1

虫籠窓 ・原則として、木製の格子・手摺・雨戸などを付ける 3 1 2 3

8 1 6 1 2
壁 1 1
腰 1 1
窓 4 3 1

外部土間

樋

広告物 4 1 1
設備機器 1 3 1 1

構造

階数

黒色桟瓦葺

助成金未活用

庇
半間の庇の出・黒色桟瓦葺

野地板・垂木あらわし

2階壁面
窓

建具は木製又は濃い茶色のサッシとする。

なまこ壁・下見板貼り・竪羽目板貼り・真壁等で、各々固有のものとする

木製建具又は濃い茶色のサッシとし、原則として木製格子をつける

1 2出入口
原則として木製格子戸とする

5 1
店舗等の開放形式で、やむを得ない場合は可能な限り、木製格子に近いデザインのものとする

屋根

その他

助成金活用
項目

修理基準A記述（判定項目のみ抜粋）

たたき・モルタル金コテ仕上・石貼り・豆砂利洗い出し又はこれらに準ずるものとする

黒若しくは濃い茶色のもの又は銅製とする

伝統的建造物にふさわしいものとする

道路等から通常望見できる部分に露出しないようにする

妻側壁 下見板貼り又は白のしっくい塗りとする。

1階壁面

真壁

6

改善 低下 未改善 改善 低下 未改善

可能な限り、現在の町並みの壁面線にそろえる。

2階以下とし、可能な限り、軒高・庇の高さを現在の町並みにそろえる。 1 3

色彩は、白・黒・濃い茶色を基調にする。 2

4 1 1 6

6 1 1 4 1

5 2 3 3

1 3

5 2 4 4 3 5

7 1 4 1 1 4

2階の軒より低くし、建物より前には設置しない。 3 1 1

2

やむをえず道路より後退させる場合は、伝統的な形式の塀を設置して、町並みの連続性を維持する。
位置

屋上の広告塔・窓面利用の広告・ネオンサイン類・テント類等は、いずれも原則として設置しない。

1 2

82

道路等から容易に望見できる部分に露出しないようにする。

やむをえず露出する場合は、壁・格子等でおおうなど、建物本体に調和したものとする。

出入口は、可能な限り格子戸の形式のものにする。

たたき・モルタル金ゴテ・石貼り・豆砂利洗い出し又はこれらに類するものとする。

樋は、黒又は濃い茶色のものとする。

外壁の材料は、漆喰又はこれに類するものとし、腰部分は、板貼り・なまこ壁又はこれらに類するものとする。

やむをえない場合は、町並みの景観に調和した材料を使用する。

原則として、切妻・平入りとする。

原則として、現在の町並みを形成している敷地の形状を維持する。

前面に庇を設ける。

屋根・庇とも、黒色桟瓦葺とする。

助成金未活用助成金活用
項目 修景基準A記述（判定項目のみ抜粋）

広告物

デザイン・色彩の基本方針

設備機器

開口部

外部土間

外壁

高さ

敷地

1

建具は、木製又は濃い茶色のサッシとする。

窓には、可能な限り木製格子をつける。

屋根・庇



 

 

律的観光の実践へ向けた具体的な活動を導
きだすための、より実地活動を重視した上で
行う人的交流を通した考察が望まれる。 
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